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機械学習を用いたミューオン束フィッター

地下実験における宇宙線ミューオン事象
• 地下実験における正しいミューオンフラックス測定の重要性

(1) ミューオンシミュレーションの検証
(2) ミューオン起源のバックグラウンドの正確な見積もり
(3) ミューオンそのものの研究（フラックスの周期変動 [1] など）

• 今までスーパーカミオカンデ（SK）で言っていたミューオンフラ
ックスは複数本同時に届くミューオン束が考慮されていなかった
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ミューオンフラックスの測定
（測定期間：SK-V, 2019/2-2020/7, 380 live days）

測定値 シミュレーション
今まで 今回 MUSIC [3] MUTE [4]

1.37 1.54 ± 0.02* 1.53 ± 0.12* 1.61 ± 0.12*
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(3)データで正当性を評価
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まとめと今後の展望
• SKで初めてミューオン束を考慮したミューオンフラックスを得た
• 今までの値より約12%増え、MUSICの値と 0.65𝝈 で一致した
• 今後は新しく開発したフィッターを用いミューオンの研究を行う

SKのミューオン事象
1日に約18万事象
~10%がミューオン束

𝝁
𝝅 ±

3本の
ミューオン束

SK Event 
Display

方向分布

Qtotal / Ltrack
時間差 (𝒕𝟐 − 𝒕𝟏)

dx dy dz

測定値
(今回)

MUSIC MUTE

P7

41
 m

*系統誤差

~28 pe/cm

Preliminary


	Slide 1
	Slide 2

